臨時休園および登園自粛期間中の幼稚園等における分散登園等の事例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務　　坪井
臨時休園および登園自粛期間中の幼稚園等が通常保育再開に向けて、徐々に保育を再開していくことが考えられますが、幼稚園等の再開に向けての参考となる分散登園等の事例があれば教えてください。

事例1
　Ａ幼稚園型認定こども園（県、市より登園自粛要請あり、4月13日より5月31日
まで）
　　　【分散登園を実施している】
　　　　目的：通常保育再開（6月1日予定）に向けて、幼稚園の教職員体制の準備や
　　　　　　　登園自粛が長期になっている保護者や園児の精神面のリフレッシュを
図る
　　　　分散登園の方法・内容
1 第1回目の週
　　　　　　　　　・全クラス（9クラス）を3グループに分け、週1回の自由登園日
　　　　　　　　　　　を設定（1号児・2号児）
　　　　　　　　　・8時20分から9時30分に登園、～11時30分降園
　　　　　　　　　・活動・・・３密を避けるため、園庭遊びが中心
　　　　　　　　　・園庭遊びの内容は、担任がある程度考えておく
　　　　　　　　　・給食はなし
　　　　　　　　　・バスの運行なしのため、保護者が送迎する
　　　　　　　　　・マスク着用
　　　　　　　　　・体操服、クラス帽子着用
　　　　　　　　　・毎朝、体温測定し、37.5度以上は登園不可
　　　　　　　　　・水筒持参
　　　　　　　　　・手洗い、うがいの徹底
　　　　　　　　　・自由登園なので、来ても来なくても出席扱いにはなりませんが、
欠席する場合は連絡アプリか電話でお知らせください、と依頼
　　　　　　　　　5／12（火）　さくら組，ことり組、ほし組
　　　　　　　　　5／13（水）　もも組、ひばり組、つき組
　　　　　　　　　５／14（木）　うめ組、はと組、ちゅうりっぷ組
2 第2回目の週
　５／20（水）　さくら組、はと組、ほし組
　５／21（木）　もも組、ことり組、つき組
　５／22（金）　うめ組、ひばり組、ちゅうりっぷ組
3 第3回目の週
・学年ごと、週3日の自由登園日を設定
　　5／25（月）　年長、年少、保育部（1・2歳児）
　　5／26（火）　年少、年中、年長、保育部（1・2歳児）
　　5／27（水）　年中、年長、最年少、保育部（1・2歳児）
　　5／28（木）　年中、最年少、保育部（1・2歳児）
　　5／29（金）　年少、年長、保育部（1・2歳児）
　　　　　　　　・特別指導（体操、絵画、音楽、・・）が始まります
　　　　　　　　・5月25日以降、通園バスを運行します
　　　　　　　　　　　バスでは換気と消毒に気を付けます
　　　　　　　　　　　体温票をバスの添乗員に見せてください
　　　　　　　　　　　37.5度以上の熱がある場合や咳・下痢の症状がある場合は
　　　　　　　　　　　　バスの乗車や登園をお断りします
　　　　　　　　・5月25日以降、給食を用意しています。
　　　　　　　　　　　給食の時、マスクを入れるビニール袋を用意してください
　　　　　　　　　　　　（ビニール袋は毎日新しいものに交換してください）

　　　　　　　＠園児クラブ（課外教室）は5月いっぱい、お休みします。
　　　　　　　＠5月31日まで登園自粛とし、6月1日から通常保育とする予定です。
　　　　　　　（6月1日以降、保護者の判断で登園しない場合は,家事欠扱いとなる）
　
　保護者納付金の返金についての考え方
　　　＠上乗せ徴収費やバス代は、教職員人件費に充当しているため、返金できません
　　　＠給食費は、1号児・2号児とも登園自粛日数分の食材費を返金します（360円）
　　　＠副食費免除対象者は、登園自粛日数分の主食費を返金します（135円）
　　　　　　　と説明している。


　パートタイム勤務者の給与についての考え方
　　　＠登園自粛により実際の勤務時間が減少しているが、実際の勤務時間に登園自粛
による減少時間を加えた時間分を支給する。（4月分の給与から）
　　　＠国のＦＡＱでは、新型コロナウイルスの影響で臨時休園や登園自粛した場合の
施設型給付費等については、通常通り支給します（4月14日追加）とされて
いる。
市からも、同様の内容のメールが来ている。
